
自然災害・土砂災害被害者数の変化（地震災害を除く）

沼本ら：砂防学会誌, 51,(6）, 3-12, 1999

１．防災施設の充実（砂防ダム、治山施設）

２．気象情報伝達の進歩

３．若齢林の減少（→斜面表層崩壊の減少）

2011年 土砂災害 1422件、死者行方不明 72名
2012年 土砂災害 812件、死者行方不明 24名
(12/3現在) 66



土砂災害軽減のための方策

ハード対策とソフト対策

ソフト対策（警戒避難による対応）

・土地利用による対応（危険場所の予測）

・事前の避難（発生時期の予測）
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国土交通省砂防部HP (http://www.mlit.go.jp/river/sabo/)

(平成13年施行)
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国土交通省砂防部HP (http://www.mlit.go.jp/river/sabo/) 69



降雨による崩壊発生予測の手法と課題

考え方 問題点 課題

応答モデル 経験的、事例待ち 応答解析の理論化

リードタイムの延長

物理力学モデル 場の条件設定困難 境界条件把握手法

基礎的パラメータ取得
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斜面の降雨浸透シミュレーション（京都大学・小杉賢一朗提供）
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斜面の降雨浸透シミュレーション（京都大学・小杉賢一朗提供）
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